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雪氷災害発生予測システムの
降雪強度・降雪種分布の高精度化

リアルタイムハザードマップの精度向上

X-POLレーダー

【分布】
降雪強度
偏波要素
風速

X-POLレーダーの
高精度連続観測

中山間地に分布するNIED
の独自の観測点(SW-Net)

1990年代は暖冬少雪傾向と言われたが、2000年代になると再び豪雪が発生している。また予期せぬするところで、局地的、突発的に豪雪（集中豪雪）

が発生する傾向がある。このような集中豪雪は予測が困難であり、現状の監視も併用しながら災害対応する必要がある。一方、顕著な湿雪災害（着雪

や融雪災害）が目立ってきている。このような湿雪災害は今後温暖化によって増加する可能性があるが、湿雪災害の発生メカニズムには未解明な点が

多い。このような集中豪雪や湿雪に伴う災害を防ぐために、雪氷防災に役立つ高度降雪情報（どこでどんな雪がどれくらい降っているか）ならびに高度積

雪情報（降雪の種類や融解・雨に伴って積雪がどのように変化するのか）を提供するための研究を行う。

新潟県中越地域

目的

降雪情報の高度化研究

SW-Net
気温、風速、

積雪深、降水量、
積雪重量

＋
降雪種・含水状態の情報

偏波ドップラーレーダー（X-POL)と
地上観測点(SW-Net)の有機的な結合

積雪情報の高度化研究

集中豪雪による被害を軽減するために集中豪雪監視システムによる観測をもとに、降雪種判別・降雪強度推定手法の高度化を図り、突発的な
集中豪雪の発生を把握する。

表層雪崩・全層雪崩、融雪災害の被害を軽減するために、水みちなど積雪中を不均一に流れる水の過程を再現できる湿雪対応の積雪モデル
の開発ならびに降雪種、雪質ごとの積雪変質過程の違いなどを表現できる積雪微細構造モデルを開発する。

降雪強度の
面的分布

観測値を用いた集中豪雪の指標の
算出手法の開発

一般にわかりやすい
集中豪雪情報を提供

過去36時間の
積雪重量の変化

積雪底面からの不均一な水の流出の測定

自由水面 

水頭 
5cm 

MRIを湿雪測定に応用する手法の開発と
それを用いた積雪内の詳細な含水率分布
の測定

積雪内の不均一な水の移動に
関する観測、実験

積雪内の不均一な水の移動に関するモデルの開発

モデルの開発と検証

平地における積雪内への
不均一な水の浸透

モデルによるさまざま条件下での
積雪内部への水の移動の計算

高度降雪情報
（雲粒の量、含水状態等）

積雪の物性値の
降雪状態依存性の解明

積雪の微細3次元構造の測定

降雪情報を考慮した積雪モデルの改良

積雪物理に基づく
積雪微細モデルの構築

全層・表層雪崩、融雪災害の
予測精度向上

（リアルタイムハザードマップの改良）

レーダの解析
技術の改良

観測
比較データ

降雪の質と量に関する連続観測手法と情報発信手法の開発

降水粒子特性パラメタリゼーションと
卓越降雪種判別手法の開発
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豪雪監視システムによる面的レーダー観測から降雪集中度の解析

レーダーによる降雪強度推定手法の開発

etc…
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粒径・落下速度に対する
降水寄与パラメタリゼーション

粒径・落下速度分布観測 降雪強度観測 降雪粒子画像・質量測定など

フラックス中心でみた
降水形態の時間的推移

リアルタイムの降水種観測
を反映し、降水粒子特性パ
ラメータリゼーションを適用

降水強度のレーダー観測に気象モ
デルを援用して降雪集中度を解析


